
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

Azurite/真空（まそら）

キュマイラ
ブラックドッグ

レネゲイドビーイングA

生誕

感情の欠落

嫌悪

研究機関

ヒト

男

41

イズナ

5
1
1
1

1
0
0
0

0
0
0
0

6
1
1
1

33
3
3
8
16

1 1
1 1

UGN 1

インプラントミサイル

侵蝕値ﾎﾞｰﾅｽなし（ｺｽﾄ6・C値8）

　　
　　
ＲＣ
　　

0
0
8r
0
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27 ﾀｰｹﾞｯﾄﾛｯｸ完全獣化使用後　ﾀｰｹﾞｯﾄﾛｯｸ対象のみ攻撃、同一ｴﾝｹﾞｰｼﾞキャラ対象不可　ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ雷の槍魔獣の本能

0 0

雷帝

Rコンバーター

2

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ：ブラックドッグ

ヒューマンズネイバー

ｵﾘｼﾞﾝ：ミネラル

ハードワイヤード

ターゲットロック

完全獣化

ポルターガイスト

魔獣の本能

雷の槍

ミカヅチ

眠れる遺伝子

★

0

3

1

1

3

3

1

★

★

5

2

★

-

1d10

2

-

2

-

3

6

4

2

2

4

-

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

常時

ﾏｲﾅｰ

常時

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ﾏｲﾅｰ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ/ﾘｱｸｼｮﾝ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

常時

視界

-

至近

至近

至近

視界

至近

至近

-

視界

-

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

単体

自身

自身

-

-

-

自身

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

対決

対決

自動

-

↓100

RB

RB

-

-

-

100↑

-

-

Dﾛｲｽ

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv（下限7）

衝動判定ﾀﾞｲｽ＋Lv個　基本侵蝕値＋5

ｼｰﾝ中装甲値＋［Lv×2］

武器取得　基本侵蝕値＋4

ｼｰﾝ中対象のみへの攻撃のATK＋［Lv×3］

ｼｰﾝ中【肉体】ﾀﾞｲｽ＋［LV＋2］個

所持武器をひとつ破壊してATK+［選択武器ATK］

RCを【肉体】で置換

ATK＋［Lv×2＋4］、判定ﾀﾞｲｽ－1個、同一ｴﾝｹﾞｰｼﾞキャラ対象不可

ﾀﾞﾒｰｼﾞﾛｰﾙに＋3d10、判定ﾀﾞｲｽ－2個、1ｼﾅﾘｵLv回

常に動物の姿で日常を過ごすことができる。機能は備わらない。動物でないことを見抜くなら〈知覚〉同士による対決

――かれが笑ったら気を付けろ。じきに雷が落ちるから

「真空。あるいはアズライト、霹靂とも呼ばれている。シンドロームは、キュマイラとブラックドッグ。ヒトの言うところの、独立型のレネゲイドビーイングと
いうものだ」

雷に打たれた藍銅鉱に発生したレネゲイドビーイング。
完全獣化や眠れる遺伝子で模す動物は藍銅鉱（アズライト）の角を持つ鹿的な何か。

ヒューマンズネイバー時は青い髪の中性的な青年。
基本的に無表情で、感情が読めない。
特に笑顔を見せることは稀であるが、敵には微笑むことがあるという。
それはそれは美しい笑みなのだそうだ。

ヒトに関する情報提供と人間社会に混ざるための支援（根回しとも言う）を条件として、UGNのレネビ研究に協力している。
かつては研究施設に半ば収容されるような形で住んでおり毎日バイタルチェックその他諸々をされていたが、現在は居宅が提供され生体観察も月一に減っている
。

霹靂：急に雷が激しく鳴ること。青天の霹靂っていうよね。
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